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川辺川では、台風１４号の出水に伴い、１週間川辺川では、台風１４号の出水に伴い、１週間

を経ても河川の濁りが続いています！

◆ 川辺川本川、久連子川を除く支流では山腹崩壊が発生していますが、
砂防えん堤の効果を発揮し、土砂が捕捉され顕著な濁水の発生は確
認されませんでした。

◆ 長期濁りは、山腹崩壊や河岸の洗掘などによって、一度に大量の土砂
が河川に流れ込んだものが下流へ流出しているものと考えられます。

を経ても河川の濁りが続いています！

～ 出水後、１週間の濁りの状況を現地調査 ～

現地調査日：平成１７年９月１３～１９日現地調査日：平成１７年９月１３～１９日

川辺川：６０度 球磨川：４２度

球磨川（人吉）：４６度

球磨川・川辺川の合流点球磨川・川辺川の合流点

（平成（平成1717年年99月月1919日測定日測定))

◆河川の濁度については、ホームページで紹介しています。 http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/

※濁度：水の濁りの程度を表すものです。粘土鉱物であるカオリンが１mg/L含まれた水を１度としています。



球磨川水系

◆気象概況



◆川辺川上流域の降雨状況

開持雨量観測所
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総雨量　　　　 ：  ６８７mm

最大時間雨量： 　５３mm

久連子雨量
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総雨量　　　　 ：  ４４２mm

最大時間雨量： 　３１mm

梶原雨量観測所
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総雨量　　　　 ：  ５１６mm

最大時間雨量： 　４８mm



◆川辺川の源流域（八代市泉町樅木）と久連子川の下流から顕著な濁りとなっています。

凡　　　　　　　　例
台風後調査崩壊箇所
拡大崩壊箇所
合計

濁水発生状況 写真撮影地点 H17.9.13  15:13 撮影

H17.9.13  16:18 撮影

五木小川
濁水調査写真撮影箇所

①川辺川（平川橋）

②川辺川・五木小川
合流点

川辺川

川辺川

＊山腹崩壊箇所については、今後の調査により変更する場合があります。

箇所数
143
52
195

凡　　　　　　　　例
台風後調査崩壊箇所
拡大崩壊箇所
合計



③川辺川・竹の川
合流点

④川辺川・小鶴川
合流点

H17.9.13  16:36 撮影

川辺川

竹の川

川辺川

小鶴川

H17.9.14  14:38 撮影

⑤川辺川・久連子川
合流点

⑥川辺川・小原川
合流点

H17.9.14  15:12 撮影

川辺川

久連子川

川辺川

小原川

H17.9.14  12:49 撮影



⑦桂橋下流 H17.9.14  12:26 撮影

⑧葉木川合流点

川辺川

葉木川

川辺川

H17.9.19 撮影

H17.9.14  13:22 撮影

Ⅴ 朴木橋右岸崩落状況

＊崩落した土砂は川に流れ込んでいます。



⑨吐合橋上流⑧川辺川・葉木川
合流点

⑪葉木川
（葉木川第３砂防えん堤）

⑩小原川
（小原砂防えん堤下流）

H17.9.14  13:20 撮影

葉木川

川辺川

小原川

H17.9.19  14:13 撮影

H17.9.14  11:33 撮影

川辺川

葉木川

H17.9.14  13:28 撮影

＊砂防えん堤により土砂を捕捉



Ⅱ樅木川Ⅰ桜谷川 H16年崩壊の増破

Ⅳ山の津谷川Ⅲ西の内谷川

◆ 平成１７年９月１２日に災害対策用ヘリコプターより撮影・主な崩壊箇所



◆久連子川では、多くの山腹崩壊が発生しましたが、砂防えん堤により土砂を捕捉しています。

①
②
③

④
⑤
⑥⑦

Ⅰ
Ⅱ Ⅲ

Ⅳ

①川辺川・久連子川
合流点

川辺川

久連子川

濁水発生状況 写真撮影地点 H17.9.14  15:12 撮影

濁水調査写真撮影箇所

凡　　　　　　　　例
台風後調査崩壊箇所
拡大崩壊箇所

②久連子川取水ダム H17.9.16  13:38 撮影 ③久連子川河岸侵食状況
2.4km付近

H17.9.16  14:36 撮影

久連子川

久連子川



H17.9.16  15:58 撮影

④久連子川
河岸侵食状況2.7km付近

H17.9.16  15:19 撮影

久連子川

⑤久連子川・サカイノ谷川
合流点

H17.9.14  12:49 撮影⑥久連子川
第２砂防えん堤

H17.9.14  16:52 撮影 ⑦久連子川
第３砂防えん堤

H17.9.14  15:57 撮影

久連子川

久連子川

＊砂防えん堤により土砂を捕捉＊砂防えん堤により土砂を捕捉



Ⅰ久連子川 H16年崩壊の増破 Ⅱ久連子川

Ⅲ久連子川 Ⅳ久連子川

◆ 平成１７年９月１２日に災害対策用ヘリコプターより撮影・主な崩壊箇所



濁水発生状況 写真撮影地点

濁水調査写真撮影箇所

凡　　　　　　　　例
台風後調査崩壊箇所
拡大崩壊箇所

①
②

③

④
⑤

⑥

① 川辺川・竹の川合流点

竹の川

川辺川

H17.9.14 10:00 撮影

② 入鴨川（入鴨橋） H17.9.14 10:07 撮影

入鴨川

Ⅰ

Ⅱ

◆竹の川では、多くの山腹崩壊が発生しましたが、砂防えん堤により土砂を捕捉しています。

Ⅲ

Ⅳ



③ 竹の川（一ノ股橋） H17.9.14 10:40 撮影

竹の川

④ 竹の川第２砂防えん堤
H17.9.14 10:43 撮影

竹の川

⑥ 下梶原川砂防えん堤

下梶原川

＊砂防えん堤により土砂を捕捉

H17.9.14 11:23 撮影

＊砂防えん堤により土砂を捕捉
⑤ 空舎第２砂防えん堤

竹の川

H17.9.14 11:10 撮影



Ⅱ 一ノ股川
Ⅰ 竹の川

Ⅳ 竹の川Ⅲ 一ノ股川 H16年崩壊の増破

H16年崩壊の増破

◆ 平成１７年９月１２日に災害対策用ヘリコプターより撮影・主な崩壊箇所



昭和３８年の土砂災害

＊頭地地区（五木村）の川辺川は、洪水で流されてきた土砂で埋まりました。



◆砂防えん堤は、土砂が一度に流出するのを防ぎます。

砂防えん堤の機能




